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十
一
月 

別
名 

霜
月
（
し
も
つ
き
）・建
子
月
（け
ん
し
げ
つ
）・

仲
冬
（ち
ゅ
う
と
う
）・盛
冬
・冬
半
・向
寒
・雪
見
月
・雪
待
月
・霜

見
月
・霜
降
月
・暢
月
（の
ぶ
つ
）･

達
月
・葭
月
（
あ
し
づ
き
） 

十
月
の
神
無
月
に
対
し
て
、
出
雲
か
ら
神
さ
ま
が
帰
っ
て
く
る
月

と
い
う
こ
と
で
、
神
在
月
・
神
帰
月
・神
楽
月
と
呼
ぶ
の
は
、
い
か
に

も
お
も
し
ろ
い
。 

『十
一
月
の
花
』 

 

山
茶
花
、
石
蕗
（つ
わ
ぶ
き
）、
柊
、
菊
、
竜
脳
菊
、
背
高
泡 

立
草
を
挙
げ
て
み
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ  

 
 

 
 

 
 

 
 『十

一
月
の
言
葉
』 

『山
粧
（よ
そ
お
）う
』秋
の
山
が
紅
葉
す
る
よ
う
す
を
言
い

ま
す
。
春
の
山
は
、
山
笑
う
、
夏
の
山
は
、
山
滴
（し
た
た
）る
、

冬
の
山
は
、
山
眠
る
と
言
い
ま
す
。 

『こ
た
つ
開
き
の
日
』江
戸
時
代
に
は
、
こ
た
つ
を
出
す
の
は
、

旧
暦
十
月
の
初
亥
の
日
に
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
十
月
は
亥

の
月
で
、
亥
は
火
を
司
る
水
の
気
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の

日
に
こ
た
つ
を
出
す
と
、
そ
の
冬
は
火
事
に
な
ら
ず
に
済
む

と
い
う
縁
起
か
つ
ぎ
の
習
わ
し
。 

『立
冬
（り
っ
と
う
）』二
十
四
節
季
で
冬
に
入
る
初
め
の
節
。

冬
の
気
配
が
山
に
も
里
に
も
感
じ
ら
れ
て
く
る
こ
ろ
の
こ
と

で
、
木
々
の
葉
が
落
ち
、
冷
た
い
風
が
吹
き
、
冬
枯
れ
の
よ

う
す
が
目
立
っ
て
き
ま
す
。 

『落
ち
葉
焚
き
』落
ち
葉
を
掃
き
集
め
て
家
の
前
で
た
き
火

を
す
る
と
い
う
初
冬
の
風
物
詩
で
す
が
、
今
で
は
罰
金
も
の

で
童
謡
の
落
ち
葉
焚
き
も
宙
に
浮
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

『亥
の
子
』昔
の
中
国
で
の
習
わ
し
。
亥
の
月
、
亥
の
日
、
亥
の

刻
に
、
子
供
た
ち
が
亥
の
子
餅
を
食
べ
る
と
健
康
に
育
つ
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
子
だ
く
さ
ん
の
亥
（い
の
し
し
）に
あ
や
か
っ

た
行
事
。 

『七
五
三
』数
え
で
男
の
子
は
三
歳
と
五
歳
、
女
の
子
は
三

歳
と
七
歳
の
と
き
に
、
健
や
か
に
成
長
し
た
こ
と
を
祝
っ
て
、

そ
の
年
の
十
一
月
十
五
日
に
神
社
に
お
参
り
し
ま
す
。
め
で

た
い
と
い
う
意
味
を
込
め
千
年
と
名
付
け
ら
れ
た
千
歳
飴

（ち
と
せ
あ
め
）は
、
江
戸
時
代
に
浅
草
寺
の
境
内
で
売
ら

れ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す 



『十
六
団
子
の
日
』春
に
山
か
ら
里
へ
下
り
て
来
た
田
の

神
さ
ま
を
十
六
個
の
団
子
で
も
て
な
し
ま
す
が
、
今
度

は
山
へ
か
え
る
神
さ
ま
を
十
六
個
の
団
子
で
見
送
り
ま

す
。
十
六
個
の
意
味
は
ま
だ
調
査
中
で
す
。 

『小
雪
（し
ょ
う
せ
つ
）』寒
さ
が
進
み
、
そ
ろ
そ
ろ
雪
が
降

り
始
め
る
こ
と
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

『小
春
日
和
（こ
は
る
び
よ
り
）』旧
暦
十
月
を
小
春
と
呼

び
ま
す
。
新
暦
で
は
十
一
月
か
ら
十
二
月
上
旬
に
あ
た

り
ま
す
。
寒
さ
が
打
っ
て
変
っ
て
暖
か
な
日
差
し
に
包
ま

れ
た
陽
気
に
な
る
と
き
を
こ
う
呼
び
ま
す
。
何
日
か
続

く
と
春
の
花
が
勘
違
い
し
て
咲
き
だ
す
こ
と
が
あ
り
、
こ

れ
を
帰
り
花
、
忘
れ
花
、
狂
い
咲
き
と
い
い
ま
す
。 

『新
嘗
祭
（に
い
な
め
さ
い
）』秋
の
収
穫
に
感
謝
を
捧
げ

る
祭
日
で
そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た
新
米
や
新
酒
を
、
天

地
の
神
さ
ま
に
捧
げ
ま
す
。 

『木
枯
ら
し
』冷
た
い
北
風
が
木
の
葉
を
吹
き
飛
ば
し
ま

す
。
気
の
幹
と
枝
だ
け
の
冬
木
立
（
ふ
ゆ
こ
だ
ち
）は
い
か

に
も
寒
そ
う
な
冬
景
色
で
す
。
上
州
の
空
っ
風
が
有
名

で
す
。 

『
十
一
月
の
暦
」 

   

一 

日 
 

灯
台
記
念
日
、
教
育
文
化
週
間
、
計
量 

記
念
日 

 
 

 

三 

日  

文
化
の
日
、
明
治
天
皇
の
誕
生
日
を
記 

念
し
、
昭
和
二
三
年
に
制
定
、
例
年
皇
居 

に
て
文
化
勲
章
授
賞
式
が
行
わ
れ
る
。
明 

治
神
宮
例
祭
、
う
る
し
の
日 

映
画
『ゴ
ジ
ラ
』封
切
（一
九
五
四
）昭
和 

二
九
年
、 

七 

日 
 

立
冬
、
鍋
の
日
（一
一
七
い
い
な
べ
の
語
呂
合

わ
せ
） 

九 

日  

一
一
九
番
の
日
、
太
陽
暦
採
用
記
念
日    

十
一
日   

世
界
平
和
記
念
日
、
税
を
知
る
週
間
（～ 

        

一
七
日
）神
在
祭
（～
一
七
日
） 

十
四
日   

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動 

十
五
日 

 

七
五
三
、
坂
本
竜
馬
暗
殺
（一
八
六
四
） 

慶
応
三
年
、
三
二
歳
。
か
ま
ぼ
こ
の
日
。 

十
七
日 

 

将
棋
の
日 

十
九
日 

 

一
茶
忌 

 
 

二
十
一
日 

 

近
松
忌 

二
十
二
日 

 

小
雪
、
神
農
祭
（～
二
三
日
） 

二
十
三
日 

 

勤
労
感
謝
の
日
、
て
ぶ
く
ろ
の
日
、 

富
士
山
大
噴
火
（一
七
〇
七
）宝
永
四
年
、
須

走
口
右
方
か
ら
噴
火
始
ま
り
、
黒
煙
で 

          
昼
夜
の
区
別
が
つ
か
な
か
っ
た
。
宝
永
山
が   

出
現
。 

二
十
五
日 

 

憂
国
忌
、
昭
和
四
五
年
、
小
説
家
・三
島
由

紀
夫
は
自
衛
隊
東
部
方
面
総
監
部
に
乗
り
込

み
劇
的
な
最
期
を
遂
げ
た
。 

二
十
八
日 

 

親
鸞
聖
人
忌 

 

三 

十
日 

 

初
恋
の
日
、
島
崎
藤
村
の
詩
『初
恋
』が
発
表 

 

（一
八
九
六
）明
治
二
九
年 

 
  

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
）、 

平
成
二
十
八
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は
十
二
月
二
十
五
日 

三
、
特
定
検
診
、
胃
が
ん
検
診
施
行
中
で
す
。 

十
一
月
三
十
日
ま
で 

四
、
第
１
回 

文
化
講
演
会 

 

要
約 

十
月
五
日
（水
）午
後
七
時
か
ら 

演
題 

『仏
教
の
教
え
』  

講
師 

関
原
光
雅
さ
ん 

（藤
岡
市
小
林 

小
林
山
寿
楽
寺
ご
住
職
） 

一
、
理
想
の
死
生
観
と
し
て
空
海
が
作
っ
た
と
い
う
『い

ろ
は
歌
』が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

  

色
は
に
ほ
へ
ど 

散
り
ぬ
る
を 

 

諸
行
無
常 

  

我
が
世
た
れ
ぞ 

常
な
ら
む 

 

是
生
滅
法 

  

有
為
の
奥
山 

今
日
超
え
て 

 

生
滅
滅
已 

  

浅
き
夢
見
じ 

酔
ひ
も
せ
ず 

 

寂
滅
為
樂 

二
、
真
言
宗
宗
祖 

空
海
の
死
生
観
を
学
び
ま
し
た
。
愛

弟
子
智
泉
さ
ん
の
死
で
哀
し
み
ぬ
い
た
後
、 

 
 

『朝
夕
に
涙
を
流
し
日
夜
に
慟
（か
な
し
）み
を
含
む

と
い
え
ど
も
亡
魂
に
益
無
し
』と
立
ち
直
り
ま
し
た
。



亡
く
な
っ
た
人
は
私
た
ち
に
命
の
大
切
さ
を
教
え

て
く
れ
た
の
だ
、
我
々
も
自
分
の
死
を
受
け
入
れ
、

だ
か
ら
こ
そ
生
き
て
い
る
日
々
を
大
切
に
生
き
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
と
ら
え
ま
し
た
。 

三
、
レ
イ
モ
ン
ド
ム
ー
デ
ィ
と
『臨
死
体
験
』の
話
を
通

し
て
、
日
々
の
生
活
の
中
で
宗
教
心
を
持
つ
こ
と

が
自
分
の
死
に
際
し
て
、
な
に
か
が
死
後
も
救
っ
て

く
れ
る
と
い
う
心
理
現
象
を
起
こ
し
、
死
を
受
け

入
れ
や
す
く
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
普
段
の
診
療
で
は
十
分
に
語
れ
な 

い
お
気
持
ち
の
あ
る
方
を
中
心
に
１
，
２
時 

間
、
医
療
者
や
同
じ
病
に
苦
し
む
人
や
そ
の 

ご
家
族
同
士
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
語
り
合 

う
会
と
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の 

で
ご
利
用
下
さ
い
。 

医
療
に
対
す
る
疑
問
や
意
見
を
お
持
ち
に
な 

っ
て
来
ら
れ
る
の
も
よ
い
と
考
え
ま
す
。
当
初 

は
、
『生
き
方
』『死
生
観
』に
つ
い
て
何
回
か
講 

演
を
用
意
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

第
２
回
講
演
会
は
、
十
一
月
二
十
五
日
（金
） 

に
、
午
後
７
時
か
ら 

当
院
待
合
室
で
、
前
回 

に
引
き
続
き
関
原
光
雅
師
に
よ
り 

仏
教
は
、
『ど
う
し
た
ら
よ
い
人
生
が
送
れ
る
』 

と
教
え
て
い
る
か
？ 

に
つ
い
て
、
お
話
し
て
頂
き
ま
す
。
今
後
の
予
定
は 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
逐
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。  

 
 

（http:/
/w

w
w
.akiyam

a-cl.co
m

/

） 

五
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

☆
１
時
間
１
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
前
日
ま
で
に
受
付
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

七
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇

h
ttp://

w
w
w
.raijin.com

/
ken

ko/ 

         

旅 

愁 
 

作
詞  

犬
童
球
渓 

         

作
曲  

Ｊ
・Ｐ
・オ
ー
ド
ウ
エ
イ 

     

一 
 

 
 

 
 

更
け
ゆ
く
秋
の
夜 

旅
の
空
の 

わ
び
し
き
思
い
に 

ひ
と
り
な
や
む 

恋
し
や
ふ
る
さ
と 

な
つ
か
し
父
母 

夢
路
に
た
ど
る
は 

故
郷
（さ
と
）の
家
路 

更
け
ゆ
く
秋
の
夜 

旅
の
空
の 

わ
び
し
き
思
い
に 

ひ
と
り
な
や
む 

二 窓
う
つ
嵐
に 

夢
も
や
ぶ
れ 

遥
け
き
彼
方
に 

心
ま
よ
う 

恋
し
や
ふ
る
さ
と 

な
つ
か
し
父
母 

思
い
に
浮
か
ぶ
は 

杜
の
こ
ず
え 

窓
う
つ
嵐
に 

夢
も
や
ぶ
れ 

遥
け
き
彼
方
に 

心
ま
よ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
           

（明
治
四
十
年
） 

 
 
 

犬
童
は
『い
ん
ど
う
』と
読
む
。
球
渓
は
『き
ゅ
う
け
い
』  

で
熊
本
県
人
吉
市
を
流
れ
る
球
磨
川
に
由
来
す
る
。

『故
郷
の
廃
家
』も
彼
の
作
詞
に
よ
る
。 

      

月曜 インフルエンザのはなし 

火曜 インフルエンザの予防 

水曜 アトピー性皮膚炎 

（スキンケアの重要性） 

木曜 高齢者の皮膚病 

金曜 低血圧と食事 

土日 ノロウイルスの知識 

http://www.akiyama-cl.com/
http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


け
ん
こ
う 

（八
十
六
） 

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
） 

は
じ
め
に 

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
病
気
か
、
ど
ん

な
症
状
が
あ
る
か
、
ど
ん
な
検
査
で
診
断
で
き
る

か
、
ど
ん
な
治
療
法
が
あ
る
か
に
つ
い
て
整
理
し

ま
す
。 

一
、
概
要 

 
 

睡
眠
中
に
何
回
も
呼
吸
が
止
ま
り
、
ぐ
っ
す
り

眠
れ
な
い
病
気
で
す
。
大
き
な
い
び
き
、
起
床
時

の
頭
痛
、
夜
間
の
呼
吸
停
止
、
日
中
の
強
い
眠
気

な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
人
口
の
２-

３
％
の

患
者
が
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
放
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
高
血
圧
症
、
心
臓
循
環
障
害
、
脳
血

管
障
害
に
陥
り
ま
す
。
日
中
の
眠
気
の
た
め
に

仕
事
に
支
障
を
き
た
し
、
居
眠
り
に
よ
る
事
故

の
発
生
率
を
高
め
ま
す
。  

治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
適
切
な
検
査

治
療
で
普
通
の
日
常
生
活
が
送
れ
ま
す
。  

二
、
定
義 

 

  

睡
眠
中
に
１
０
秒
以
上
呼
吸
が
止
ま
る
こ
と
を 

無
呼
吸
、
呼
吸
が
浅
く
な
る
こ
と
を
低
呼
吸
と 

言
い
ま
す
。  

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
定
義
は
、
一
晩(

７
時
間)

の
睡
眠
中
に
無 

呼
吸
が
３
０
回
以
上
起
き
る
か
、
１
時
間
当
た
り
無 

呼
吸
や
低
呼
吸
が
５
回
以
上
起
き
る
場
合
を
言
い 

ま
す
。
睡
眠
１
時
間
当
た
り
の
無
呼
吸
と
低
呼
吸
の 

合
計
を
Ａ
Ｈ
Ｉ(

無
呼
吸
低
呼
吸
指
数)

と
呼
び
、
こ 

れ
で
重
症
度
を
分
類
し
て
い
ま
す
。
４
回
ま
で
は
正 

常
、
５
‐１
４
回
を
軽
症
、
１
５-

２
９
回
ま
で
を
中
等 

度
、
３
０
回
以
上
を
重
症
と
言
い
ま
す
。  

三
、
症
状 

 
 

十
分
に
眠
れ
な
い
こ
と
が
原
因
と
な
り
、
以
下
の
よ 

う
な
症
状
が
起
き
ま
す
。  

眠
っ
て
い
る
と
き
の
症
状 

い
び
き
、
息
が
と
ま
る
、
呼
吸
の
乱
れ
、
覚
醒
、
頻 

回
の
ト
イ
レ 

  
日
中
の
症
状 

強
い
眠
気
、
居
眠
り
、
午
前
中
の
頭
痛
、
記
憶

力
・集
中
力
の
低
下
、
全
身
倦
怠
感
、
疲
れ
が
と

れ
な
い
、
な
ど 

        

マ
ル
バ
ル
コ
ウ
ソ
ウ 

 

              
 

四
、
合
併
症 

  

Ｓ
Ａ
Ｓ
が
あ
る
と
種
々
な
合
併
症
が
起
き
ま
す
。  

高
血
圧
症
、
多
血
症
、
不
整
脈
、
虚
血
性
心
疾
患
、 

心
不
全
、
脳
血
管
障
害
、
糖
尿
病
、
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
、 

な
ど
が
代
表
的
な
合
併
症
で
す
。 

正
常
者
の
リ
ス
ク
を
１
と
す
る
と
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
あ
る
と 

糖
尿
病
に
は
１
．
５
倍
、
高
血
圧
に
は
２
倍
、
心
疾 

患
に
は
３
倍
、
脳
血
管
障
害
に
は
４
倍
か
か
り
や
す 

く
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。 

五
、
交
通
事
故
への
影
響 

  

Ｓ
Ａ
Ｓ
患
者
が
交
通
事
故
を
起
こ
す
割
合
は
、
健
常 

者
を
０
．
０
６
と
す
る
と
、
全
運
転
者
で
０
．
１
６
、 

Ｓ
Ａ
Ｓ
患
者
で
は
、
０
．
４
１
で
健
常
者
の
７
倍
、
全 

運
転
者
の
約
２
．
５
倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。  

六
、
診
断
の
流
れ 

 
 

疑
わ
し
い
場
合
は
医
療
機
関
で
問
診
と
ス
ク
リ
ー
ニ 

   

ン
グ
を
受
け
ま
す
。 

次
い
で
簡
易
型
機
器
に
よ
り
自
宅
で
検
査
、
さ
ら 

に
精
密
型
機
器
に
よ
り
確
定
診
断
を
行
い
ま
す
。 

こ
の
結
果
で
治
療
法
を
決
定
し
、
治
療
を
開
始 

後
日
治
療
効
果
判
定
検
査
を
行
い
ま
す
。 

簡
易
型
で
睡
眠
中
の
呼
吸
の
状
態
、
血
液
中
の
酸 

素
飽
和
度
を
調
べ
ま
す
。
自
宅
で
行
え
、
入
院
の 

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

精
密
型
で
の
検
査
は
入
院
で
行
い
ま
す
。  

睡
眠
中
の
呼
吸
、
脳
波
、
酸
素
飽
和
度
、
心
電 



図
な
ど
を
調
べ
睡
眠
の
深
さ
、
質
と
呼
吸
の
状 

態
を
調
べ
ま
す
。  

七
、
治
療 

 
 

治
療
は
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
療
法
（
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
） 

が
閉
塞
型
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
治
療
に
選
択
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
高
血
圧
症
や
、
狭
心
症
、
心
筋
梗

塞
と
言
っ
た
循
環
器
疾
患
な
ど
の
合
併
症
が
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
等
度
以
上
の
閉

塞
性
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
第
一
選
択
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
が
、
そ
の
日
か
ら
い
び
き

を
か
か
な
く
な
り
、
朝
は
す
っ
き
り
し
、
昼
間
の

眠
気
も
軽
く
な
り
消
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

使
用
し
な
い
患
者
さ
ん
よ
り
も
長
生
き
す
る
こ

と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
の
治
療
法 

 

生
活
習
慣
の
改
善 

 

減
量
、
横
向
き
で
寝
る
、   

    

ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
る
。 

 

口
腔
内
装
置
（マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
） 

下
あ
ご
を
前  

    

方
に
固
定
す
る
こ
と
で
、
空
気
の
通
り
道 

    

を
開
き
ま
す
。 

 

外
科
的
手
術 

気
道
閉
塞
の
原
因
が
ア
デ
ノ
イ 

ド
や
扁
桃
肥
大
の
場
合
な
ど
に
行
い
ま 

す
。 

   

八
、
ま
と
め 

１
．
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群 

（Sleep A
pnea S

yndrom
e)

Ｓ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
整
理
し 

た
。  

２
．
仕
事
に
支
障
が
起
き
、
居
眠
り
事
故
な
ど
お
こ 

す
。 

   

高
血
圧
な
ど
に
な
り
や
す
い
。  

３
．
適
切
に
診
断
し
治
療
す
る
こ
と
で
治
る
病
気
で 

す
。  

４
． 

定
義
：７
時
間
の
睡
眠
で
３
０
回
以
上
、
１
時
間

に
７
回
以
上
の
呼
吸
障
害 

 

５
．
症
状
：い
び
き
、
呼
吸
停
止
（睡
眠
時
）
、
居
眠
り
、

眠
気
、
頭
痛
（日
中
）  

６
．
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
）
が
治
療
の
中
心  

 
 

 
 

 
 
    

（フ
ク
ダ
電
子
の
資
料
を
参
考
に
し
ま
し
た
） 

.            

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

マ
ユ
ミ 

  

 



院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
三
十
二
） 

◇
初
雪
・
・
・
小
学
校
時
代
、
晩
秋
の
授
業
中
に
、

窓
の
外
で
は
雨
が
み
ぞ
れ
に
変
わ
り
さ
ら
に
雪

に
な
る
と
、
そ
れ
を
見
つ
け
た
も
の
が
「雪
が
降

っ
て
来
た
っ
」と
叫
ぶ
。
他
の
子
ど
も
た
ち
も
窓

際
に
集
ま
っ
て
「わ
ー
っ
」と
大
騒
ぎ
に
な
る
。
こ

ん
な
時
に
は
、
先
生
も
一
緒
に
初
雪
を
楽
し
む

こ
と
に
な
り
、
窓
際
に
集
ま
っ
た
児
童
の
後
ろ

か
ら
外
を
眺
め
て
、 

『ほ
う
、
雪
に
な
っ
た
ね
え
』 

と
声
を
か
け
た
。 

 

◆
一
か
所
の
教
室
の
ざ
わ
め
き
が
、
前
後
の
教
室 

に
伝
播
し
て
行
き
、
あ
ち
ら
か
ら
も
こ
ち
ら
か

ら
も
、
歓
声
と
バ
タ
バ
タ
と
い
っ
た
足
音
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
雪
に
変
わ
っ
た
の
に
最
初
に
気

付
い
た
教
室
が
得
意
そ
う
で
あ
る
。 

◇
手
が
悴
む
・・・
寒
さ
で
手
が
凍
え
て
う
ま
く

動
か
な
い
こ
と
を
『手
が
悴
（か
じ
か
）む
』と
い

う
が
、
雪
国
の
冬
で
は
休
み
時
間
に
雪
合
戦

な
ぞ
や
っ
て
教
室
に
帰
っ
て
く
る
と
、
こ
れ
に

や
ら
れ
る
。 

◆
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
家
で
誤
っ
て
そ
の
言
葉
を

使
っ
て
い
た
の
か
、
『手
が
悴
ま
な
く
っ
て
字
が

書
け
な
い
』と
い
う
子
が
多
か
っ
た
。
私
は
こ
の

言
葉
を
教
室
で
初
め
て
聞
い
た
。
こ
ど
も
に
と

っ
て
は
『手
が
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
』の
『な

い
』が
否
定
語
な
の
で
肯
定
的
な
『悴
む
』よ
り
も

『悴
ま
な
い
』と
言
っ
た
方
が
『悴
む
』感
じ
が
伝
わ

る
気
が
し
た
の
だ
っ
た
ろ
う
。 

◇
『悴
ま
な
い
』『悴
ま
な
い
』と
ワ
イ
ワ
イ
と
言
い 

騒
い
で
い
た
と
き
、
先
生
が
お
そ
る
お
そ
る
と
い

う
感
じ
で
、 

 

「『悴
む
』と
い
う
言
葉
が
動
か
な
い
と
い
う
意
味

な
の
だ
か
ら
、
『悴
ま
な
い
』と
言
う
と
、
手
が
よ

く
動
く
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
よ
」 

 
 

と
教
え
て
く
れ
た
。 

◆
私
は
こ
の
と
き
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
、
『悴
ま
な
い
』と
い
う
語
感
の
方
が
、
『悴

む
』と
い
う
不
自
由
な
感
じ
を
伝
え
て
く
れ
る
よ

う
だ
な
、
と
今
で
も 

思
っ
て
い
る
。 

◇
暖
房
用
の
火
鉢
・・・雪
国
の
教
室
の
暖
房
は
最
初

は
半
間
真
四
角
の
火
鉢
で
あ
っ
た
。
卒
業
す
る
こ

ろ
に
は
だ
る
ま
型
の
ス
ト
ー
ブ
が
入
っ
て
来
た
。
火

鉢
は
各
教
室
の
前
に
１
つ
ず
つ
設
置
さ
れ
て
い
て

休
み
時
間
に
は
こ
の
ま
わ
り
に
集
ま
っ
た
。 

◆
火
鉢
に
は
教
室
の
暖
房
の
ほ
か
に
も
う
一
つ
の
役

目
が
あ
っ
た
。
暖
飯
器
と
称
し
て
用
務
員
さ
ん
の

仕
事
場
近
く
に
数
個
置
い
て
あ
っ
た
。
利
用
希
望

の
子
ど
も
た
ち
の
弁
当
を
全
校
か
ら
集
め
て
、
火

鉢
の
上
に
、
底
に
金
網
を
張
っ
た
木
の
箱
の
な
か

に
並
べ
て
お
い
て
数
段
に
重
ね
て
温
め
、
お
昼
の

時
間
に
弁
当
が
温
か
い
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。 

◇
弁
当
は
下
か
ら
温
め
ら
れ
て
、
廊
下
に
は
お
か
ず

の
に
お
い
が
漂
い
ま
し
た
。
昼
休
み
に
自
分
の
弁

当
を
持
っ
て
机
に
戻
る
と
ご
飯
は
口
を
つ
け
ら
れ

な
い
程
に
熱
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
番
下
の
暖
飯

器
に
入
っ
て
い
た
ア
ル
マ
イ
ト
の
弁
当
は
、
ご
飯
が

底
で
容
器
に
焦
げ
付
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
あ
っ
た
か
い
だ
け
で
立
派
な
ご
馳
走
で
し
た
。 

◆
暖
飯
器
か
ら
校
内
に
広
が
る
渾
然
一
体
の
弁
当

の
お
か
ず
の
に
お
い
は
冬
の
小
学
校
の
風
物
の
一

つ
で
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
ケ
ビ 

 
 

 
 

 

 
 



  
晩
秋
の
ア
ル
バ
ム 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ダ
リ
ア 

」 

   

 
 

 
 

群
れ
る
鳥
、
コ
ス
モ
ス 

 

 

 
 

 
 

 
 

ピ
ラ
カ
ン
サ
・
落
ち
葉 

  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

百
日
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地
蔵
岳 

 

    

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覚
満
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十
二
月 

別
名 

師
走
（
し
わ
す
）・建
丑
月
（け
ん
ち
ゅ
う
げ

つ
）・季
冬
（き
と
う
）・極
月
（ご
く
げ
つ
）・窮
月
（き
ゅ
う
げ
つ
）・

蝋
月
（ろ
う
げ
つ
）・除
月
（じ
ょ
げ
つ
） 

い
ろ
ん
な
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
禅
師
（
ぜ
ん
じ
）と
呼

ば
れ
る
、
普
段
は
落
ち
着
き
払
っ
た
え
ら
い
坊
さ
ん
ま
で
、
忙
し
さ

の
た
め
に
走
り
回
る
と
い
う
の
が
、
い
か
に
も
目
に
見
え
る
よ
う
で

慌
た
だ
し
い
な
か
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
感
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

『十
二
月
の
花
』 

寒
椿
、
柊
、
枇
杷
、
寒
牡
丹
、
日
本
水
仙
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、 

ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
、
君
子
蘭
、
冬
桜
（群
馬
県
鬼
石
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
日
町
市
美
人
林 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

『十
二
月
の
言
葉
』 

『大
雪
（た
い
せ
つ
）』い
よ
い
よ
本
格
的
に
雪
が
降
り
出
す
こ

ろ
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

『針
供
養
（は
り
く
よ
う
）』縫
物
が
上
手
に
な
る
よ
う
に
と

祈
り
な
が
ら
、
折
れ
た
針
を
供
養
し
ま
す
。
い
つ
も
固
い
も

の
を
刺
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
日
だ
け
は
や
わ
ら
か
い
も
の
を

と
、
こ
ん
に
ゃ
く
や
豆
腐
に
刺
し
て
近
く
の
神
社
に
納
め
ま

す
。 

『念
仏
の
口
止
め
』一
年
の
豊
作
を
司
る
正
月
の
神
様
（年
神

様
）は
念
仏
を
嫌
が
る
か
ら
と
、
暮
れ
の
十
二
月
十
六
日
ま

で
で
念
仏
納
め
に
す
る
と
い
う
の
が
、
念
仏
の
口
止
め
と
言

わ
れ
ま
す
。
年
明
け
の
一
月
十
六
日
が
『念
仏
の
口
明
け
』

と
か
。
素
朴
な
風
習
で
す
。 

『冬
至
（と
う
じ
）』一
年
で
最
も
昼
が
短
く
、
夜
が
長
い
こ
ろ

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
日
が
伸
び
て
い
く
の
で
、
古

代
に
は
冬
至
が
一
年
の
始
ま
り
で
し
た
。 

『小
晦
日
（こ
つ
ご
も
り
）』十
二
月
三
十
日
を
呼
び
ま
す
。

『つ
ご
も
り
』は
月
が
隠
れ
る
、
月
籠
も
る
の
意
味
で
す
。 

『歳
の
市
（と
し
の
い
ち
）』正
月
を
む
か
え
る
た
め
の
買
い
物

客
で
に
ぎ
わ
う
年
の
市
。
門
松
、
松
飾
り
、
注
連
飾
り
・注

連
縄
，
鏡
餅
な
ど
を
も
と
め
て
、
ま
た
お
せ
ち
の
材
料
や
雑

煮
用
の
餅
な
ど
の
買
い
出
し
に
出
か
け
ま
す
。 

『年
越
し
そ
ば
』大
晦
日
に
食
べ
る
年
越
し
そ
ば
は
、
一
年
を

締
め
く
く
る
年
の
瀬
の
風
物
詩
で
す
。
細
く
長
く
幸
せ
に
暮

ら
せ
ま
す
よ
う
に
と
の
祈
り
を
込
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 



『
十
二
月
の
暦
」 

 
 

 
一 

日 
 

映
画
の
日
、
鉄
の
記
念
日
、
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー 

 
 

 

三 
日  

秩
父
夜
祭
、
障
害
者
週
間 

 
 

 

四 

日 
 

人
権
週
間 

    

七 

日 
 

大
雪 

八 

日 
 

太
平
洋
戦
争
開
戦
記
念
日
、
針
供
養 

九 

日  

漱
石
忌 

十 

日 
 

世
界
人
権
デ
ー
、
三
億
円
事
件
（一
九
六
八
） 

十
四
日  

東
京
高
輪
泉
岳
寺
義
士
祭
、 

赤
穂
浪
士
討
入
（一
七
〇
二
） 

二
十
一
日 

 

冬
至
、
ゆ
ず
湯 

 

二
十
三
日 

 

天
皇
誕
生
日 

 

二
十
四
日 

 

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ 

 

二
十
五
日 

 

ク
リ
ス
マ
ス
、
蕪
村
忌 

  

三 

十
日 

 

初
の
地
下
鉄
（一
九
二
七
） 

三
十
一
日 

 

年
越
し
、
大
は
ら
い
、
除
夜
の
鐘
、 

秋
田
県
男
鹿
市
な
ま
は
げ 

 
  

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
）、 

平
成
二
十
八
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険

証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は
十
二
月
二
十
五
日 

三
、
第
２
回 

文
化
講
演
会 

 

要
約 

十
一
月
二
十
五
日
（金
）午
後
七
時
か
ら 

演
題 

『仏
教
は
、
『ど
う
し
た
ら
よ
い
人
生
が
送

れ
る
』と
教
え
て
い
る
か
？
』  

講
師 

関
原
光
雅
さ
ん 

（藤
岡
市
小
林 

小
林
山
寿
楽
寺
ご
住
職
） 

出
席
者 

十
七
名 

一
、
キ
ー
ワ
ー
ド 

１
．
如
実
知
自
心 

２
．
仏
法
遥
か
に
あ
ら
ず 

心
中
に
し
て
即
ち
近
し 

 
 

 

３
．
懺
悔
（さ
ん
げ
）文  

 
 

 
 

 

我
昔
所
造
諸
悪
業 

 

皆
由
無
始
貪
瞋
痴 

 
 

 
 

 

従
身
語
意
之
所
生 

 

一
切
我
今
皆
懺
悔 

 
 

 
 

 
（昔
か
ら
私
が
や
っ
て
き
た
様
々
な
悪
い
お
こ 

な
い
、
昔
か
ら
の
む
さ
ぼ
り
、
い
か
り
、
愚
か 

さ
が
元
に
な
っ
て
、
身
体
で
や
る
こ
と
、
口
で 

言
う
こ
と
、
見
て
思
う
こ
と
に
な
っ
て
表
れ
て 

し
ま
う
。
そ
れ
ら
全
て
を
仏
さ
ま
の
前
で
自

覚
し
て
、
認
め
、
受
け
入
れ
ま
す
。
） 

 
 

 

４
．
『因
果
応
報
の
教
え
』 

 
 

 
 

 

『縁
起
の
教
え
』 

 
 

 

５
．
こ
こ
ろ
暗
き
時
は
遭
う
所
悉
く
禍
な
り 

 
 

 
 

 

眼
明
ら
か
な
れ
ば
途
に
触
れ
て
み
な
宝
な
り 

 
 

二
、
お
話
の
抜
粋
、
箇
条
書
き
で 

 
 

 

１
．
人
生
は
自
分
の
も
の
だ
と
思
い
が
ち
だ
が
、 

仏
教
で
は
『人
生
は
授
か
り
も
の
』
と
考
え
ま

す
。
自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。 

 
 

 

２
．
よ
い
人
生
と
は
・・
・仏
教
で
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。
よ
い
人
に
な
り
な
さ
い
、
よ
い
人
生
を
送

り
な
さ
い
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
ど
う
言
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
と
、 

『今
の
あ
な
た
の
ま
ま
で
い
い
』 

『今
の
ま
ま
の
生
き
方
で
い
い
』 

そ
し
て 

『あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
認
め
よ
う
』 

『あ
り
の
ま
ま
の
自
分
の
心
（
弱
く
、
悩
み
多

く
、
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
心
）を

知
り
な
さ
い
』 

と
い
っ
て
い
ま
す
。 

（キ
ー
ワ
ー
ド
１
の
『如
実
知
自
心
』
） 

 
 

 
 

３
．
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
す
べ
て
受
け
入
れ
る
こ

と
が
基
本
。
人
＝
仏
、
同
じ
存
在
と
し
て
教

え
て
い
る
。
自
分
の
目
の
曇
り
を
取
り
払
え

ば
仏
の
智
慧
に
目
覚
め
、
問
題
が
解
決
す
る
。

（キ
ー
ワ
ー
ド
２
の
『仏
法
遥
か
に
・・・』
） 

 
 

 
 

４
．
問
題
、
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
に
知
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、 

『人
生
の
問
題
に
は
、
原
因
と
縁
＝
き
っ
か
け

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
過
去
の
行
い
（自

分
だ
け
で
な
く
親
、
先
祖
の
そ
れ
も
含
む
）が



原
因
に
な
っ
て
現
在
そ
の
結
果
を
見
て
い

る
こ
と
を
知
り
な
さ
い
。 

（キ
ー
ワ
ー
ド
４
『因
果
応
報
・・・』） 

 
 

 
 

５
．
し
か
し
私
た
ち
や
祖
先
が
辿
っ
て
来
た

こ
と
は
た
く
さ
ん
の
悪
業
を
や
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
よ
い
原
因
を
皆

が
持
っ
て
い
る
こ
と
は
到
底
望
め
な
い
。

（キ
ー
ワ
ー
ド
３
『懺
悔
文
』
） 

 
 

 
 

６
．
で
は
罪
深
き
自
分
た
ち
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
？ 

 
 

 
 

 
 

ま
ず
最
初
に
そ
の
よ
う
な
罪
深
い
原
因

を
持
つ
自
分
を
そ
の
ま
ま
自
覚
し
、
認
め

な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
あ
と
で
解

決
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

負
の
連
鎖
を
断
ち
切
っ
て
、
悪
い
実
で
あ

る
結
果
は
自
分
で
刈
り
と
っ
て
や
ろ
う
と

決
心
す
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。 

真
言
密
教
で
は
仏
は
大
宇
宙
そ
の
も
の
で

あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
大
宇
宙
は
全
て

を
生
み
出
し
て
き
た
力
（エ
ネ
ル
ギ
ー
、
パ

ワ
ー
）を
持
っ
て
い
る
。 

自
分
の
根
源
も
イ
コ
ー
ル
仏
と
知
る
と
き

に
、
ど
ん
な
問
題
で
も
解
決
で
き
な
い
こ

と
は
存
在
し
な
い
と
い
う
安
心
（あ
ん
じ

ん
）と
自
信
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 
 

 

７
．
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
三
つ
に
ま

と
ま
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 

・仏
様
に
お
任
せ
し
な
さ
い 

 
 

 
 

 

・人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
ち
な
さ
い 

 
 

 
 

 

・仏
様
に
任
せ
て
人
事
を
尽
く
し
な
さ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
、
今
後
も
、
普
段
の
診
療
で
は
十
分
に
語
れ
な 

い
お
気
持
ち
の
あ
る
方
を
中
心
に
１
，
２
時 

間
、
医
療
者
や
同
じ
病
に
苦
し
む
人
や
そ
の 

ご
家
族
同
士
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
語
り
合 

う
会
と
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の 

で
ご
利
用
下
さ
い
。 

医
療
に
関
す
る
疑
問
や
意
見
を
お
持
ち
の
方
も 

ど
う
ぞ
。 

当
初
は
、
『生
き
方
』『死
生
観
』に
つ
い
て
何
回
か 

講
演
を
用
意
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

第
３
回
講
演
会
は
、
二
月
に
な
り
ま
す
。 

『自
分
や
家
族
の
死
を
平
安
に
受
容
す
る
た
め
に 

仏
教
は
ど
う
教
え
て
い
る
の
か
？
』（仮
題
）を
予 

定
し
て
い
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
掲
示 

な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。  

今
後
の
予
定
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
逐
次
お
知
ら
せ 

し
ま
す
。
（http:/

/w
w
w
.akiyam

a-cl.co
m

/

） 

 五
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

○
現
在
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
施
行
中 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

☆
１
時
間
１
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
前
日
ま
で
に
受
付
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

http://www.akiyama-cl.com/


七
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇

h
ttp

:/
/
w
w
w
.raijin

.co
m

/
ken

ko
/ 

         

          
 

砂
山 

 
 

 

作
詞  

北
原
白
秋 

          

作
曲  

山
田
耕
筰 

     

一 
 

海
は
荒
海 

向
こ
う
は
佐
渡
よ 

す
ず
め
啼
け
啼
け 

も
う
日
は
暮
れ
た 

み
ん
な
呼
べ
呼
べ 

お
星
さ
ま
出
た
ぞ 

二 暮
れ
り
ゃ
砂
山 

汐
鳴
り
ば
か
り 

す
ず
め
ち
り
ぢ
り 

ま
た
風
荒
れ
る 

み
ん
な
ち
り
ぢ
り 

も
う
だ
れ
も
見
え
ぬ 

三 か
え
ろ
か
え
ろ
よ 

茱
萸
（
ぐ
み
）原
わ
け
て 

す
ず
め
さ
よ
な
ら 

さ
よ
な
ら 

あ
し
た 

海
よ
さ
よ
な
ら 

さ
よ
な
ら 

あ
し
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
          

（大
正
十
一
年
九
月
） 

 
  

 
大
正
十
一
年
六
月
に
、
新
潟
で
白
秋
の
作
品
だ
け
を

集
め
た
『童
謡
音
楽
会
』に
招
か
れ
、
二
千
人
あ
ま
り

の
小
学
生
の
歓
迎
を
受
け
た
白
秋
は
、
子
供
た
ち
に

今
度
来
る
と
き
に
は
新
潟
に
ち
な
ん
だ
歌
を
作
っ
て

く
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
音
楽
会
の
あ
と
に
新
潟
の

寄
居
浜
に
出
た
と
き
に
見
た
日
本
海
、
ど
ん
よ
り
と

し
た
灰
色
の
雲
、
向
こ
う
に
見
え
る
佐
渡
島
か
ら
こ
の

詩
を
作
り
、
中
山
晋
平
に
作
曲
を
依
頼
し
た
。
中
山

は
長
調
で
民
謡
風
に
親
し
み
や
す
く
作
曲
し
た
。
一

方
、
白
秋
の
詩
に
感
動
し
た
他
の
作
曲
家
も
曲
を
付

け
て
お
り
、
な
か
で
も
山
田
耕
筰
作
曲
の
も
の
は
短
調

で
寂
し
さ
漂
う
歌
曲
風
で
声
楽
家
に
多
く
好
ま
れ

た
。 

           
              

 
 

 
 

十
日
町
市
星
峠
棚
田     

 

 

月曜 妊娠中の歯科治療 

火曜 食後すぐのブラッシング

ってＮＧ？ 

水曜 フッ素について 

木曜 高血圧症と歯科治療 

金曜 胃潰瘍 

土日 爪の周りが化膿したら 

http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


け
ん
こ
う 

（八
十
七
） 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
は
な
し 

は
じ
め
に 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
病

原
と
す
る
気
道
感
染
症
と
定
義
さ
れ
ま
す
が
、

一
般
の
か
ぜ
症
候
群
と
は
異
な
り
、
重
症
化
し

や
す
い
疾
患
で
す
。  

毎
年
十
一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
に
始

ま
り
、
翌
年
の
１
月
を
ピ
ー
ク
と
し
、
３
月
く
ら

い
ま
で
増
加
し
、
４-

５
月
に
減
少
す
る
と
い
う
パ

タ
ー
ン
を
と
り
ま
す
。  

流
行
が
激
し
い
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
死
亡
者
数

と
肺
炎
死
亡
者
数
が
顕
著
に
増
加
し
ま
す
。
特

に
ハ
イ
リ
ス
ク
の
慢
性
基
礎
疾
患
を
持
つ
人
の
死

亡
者
が
高
く
な
り
ま
す
。  

一
、
ハ
イ
リ
ス
ク
群
と
は
？ 

１
．
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者 

２
．
妊
娠 

３
．
慢
性
肺
疾
患
（慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
、

気
管
支
喘
息
な
ど
） 

４
．
心
疾
患
（う
っ
血
性
心
不
全
な
ど
） 

５
．
腎
疾
患
（慢
性
腎
不
全
・血
液
透
析
患
者
・

腎
移
植
患
者
な
ど
） 

６
．
代
謝
異
常
（糖
尿
病
な
ど
）  

７
．
ス
テ
ロ
イ
ド
等
の
薬
剤
投
与
に
よ
る
免
疫
不
全
状

態
の
患
者  

ハ
イ
リ
ス
ク
群
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
日
ご
ろ
か
ら
予

防
を
心
が
け
る
だ
け
で
な
く
、
重
症
化
を
防
ぐ
た
め

に
も
医
師
と
相
談
の
う
え
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。  

二
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
特
徴 

  

１
．
地
域
内
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
る  

２
．
急
激
に
高
熱
が
出
る 

３
．
３
８
℃
以
上
の
発
熱
や
寒
気
が
あ
る
こ
と 

４
．
関
節
痛
や
筋
肉
痛
が
あ
る  

５
．
倦
怠
感
や
疲
労
感
が
あ
る 

６
．
頭
痛 

 

７
．
寝
込
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
辛
い  

 
 

で
す
。 

三
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防 

 
 

１
．
日
常
生
活
で
出
来
る
予
防 

・栄
養
と
休
養  

・適
度
な
温
度
と
湿
度
（５
０
―
６
０
％
）  

・外
出
後
の
手
洗
い
と
う
が
い  

・人
混
み
を
避
け
る  

・マ
ス
ク
の
着
用  

 
 

２
．
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防 

 
 

 

・流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
最

も
確
実
な
予
防
法
で
す
。
（発
病
可
能
性
の
低
減

と
重
症
化
防
止
） 

 

・特
に
、
ハ
イ
リ
ス
ク
群
の
人
は
、
医
師
と
相
談
の 

 

 
 

上
、
早
め
に
接
種
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と 

 
 

考
え
ら
れ
ま
す
。  

 
 

 
 

・ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
への
感
染
ま 

 

た
は
重
症
化
の
予
防
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

ワ
ク
チ
ン
用
の
ウ
イ
ル
ス
は
孵
化
（ふ
か
）鶏
卵

で
培
養
す
る
た
め
、
卵
な
ど
に
ア
レ
ル
ギ
ー
、

け
い
れ
ん
の
既
往
症
、
免
疫
不
全
の
あ
る
人
、

熱
を
出
し
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
接
種
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  



（ワ
ク
チ
ン
の
接
種
時
期
） 

 
・イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
し
て
か
ら 

 
 

実
際
に
効
果
を
発
揮
す
る
ま
で
に
約
２
週 

 
間
か
か
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
は
２
回
接 

種
と
１
回
接
種
が
あ
り
、
２
回
接
種
の
場 

合
、
２
回
目
は
１
回
目
か
ら
１
～
４
週
間 

あ
け
て
接
種
し
ま
す
。  

 
 

 
 

 

・通
常
、
流
行
期
間
が
十
二
～
三
月
で
す

か
ら
、
十
一
月
か
ら
十
二
月
上
旬
頃
ま

で
に
は
接
種
を
終
え
て
お
く
と
、
よ
り
効

果
的
で
す
。  

 
 

 
 

・ま
た
、
流
行
し
て
か
ら
接
種
し
た
場
合
は
、

抗
体
価
が
十
分
上
が
る
前
に
感
染
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
が
、
抗
体
価
が
上

昇
し
て
い
れ
ば
症
状
が
軽
く
な
り
ま
す
。  

 
 

 
 

＊
６
５
歳
以
上
で
の
１
回
接
種
で
は
、
４
５
％

の
発
症
阻
止
が
で
き
、
８
０
％
の
死
亡
が

阻
止
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

四
、
診
断
と
治
療
上
の
注
意 

     

１
．
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
：
感
染
６
時
間
以
内
の

場
合
、
ま
た
Ｂ
型
で
は
検
出
し
に
く
い  

２
．
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
：２
日
以
内
（３
６
時
間

以
内
）し
か
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な

い
の
で
早
め
の
受
診
が
大
切
。  

３
．
抗
生
剤
：合
併
症
以
外
に
は
効
果
な
い
。  

４
．
解
熱
剤
：小
児
で
は
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
を
使 

 
 

用
。
ボ
ル
タ
レ
ン
、
ポ
ン
タ
ー
ル
は 

重
篤
な
合
併

症
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
る
。 

          
 

五
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療 

 
 

１
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
で
た
ら
、
早
め
に
医

療
機
関
に
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

ウ
イ
ル
ス
が
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
に
広
が
り
高
熱
が
出
て

し
ま
う
と
、
根
本
的
な
治
療
は
間
に
合
わ
な
く
な
り
、

か
え
っ
て
長
期
間
寝
込
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
安
静
、
睡
眠
、
休
養
が
大
切
。
水
分

補
給
を
十
分
に
。
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
も
大
切
で
す
。  

２
．
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
使
用
を
行
い
ま
す
。 

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
は
体
内
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る
薬
で
、
病
気
の
期
間
と

症
状
の
重
さ
を
軽
減
す
る
効
果
が
優
れ
て
い
ま

す
。  

 
 

３
．
安
静
に
し
て
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。 

六
、
外
出
を
控
え
る
期
間 

 
 

・イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
ど
の
く
ら
い
外

出
を
控
え
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
？ 

発
症
前
日
か
ら
発
症
後
３-

７
日
間
ウ
イ
ル
ス
を

排
出
し
て
い
る
。  

・学
校
保
健
安
全
法
（昭
和
３
３
年
法
律
第
５
６
号
）  

 
 

 

『発
症
し
た
後
５
日
を
経
過
し
、
か
つ
、
解
熱
し
た

後
２
日
（幼
児
に
あ
っ
て
は
、
３
日
）を
経
過
す
る

ま
で
』を
出
席
停
止
期
間
と
し
て
い
る
。  

 

七
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
期
間 

 
 

 

接
種
し
た
２
週
間
後
か
ら
５
ヶ
月
間
。
次
の
流
行

シ
ー
ズ
ン
ま
で
は
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。  

 

八
、
ま
と
め 

１
．
予
防
の
中
心
は
体
力
づ
く
り
と
ワ
ク
チ
ン
接
種  

２
．
適
切
な
温
度
・湿
度
環
境  

３
．
手
洗
い
・う
が
い
・人
混
み
を
避
け
る
・マ
ス
ク  

４
．
診
断
上
重
要
な
症
状
：  

 
   

急
激
な
発
症
、
３
８
℃
以
上
の
発
熱
、
全
身
倦

怠
感  

５
．
早
期
受
診
、
治
療
に
よ
り
個
人
の
メ
リ
ッ
ト
の

他
に
大
き
な
社
会
的
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。  



６
．
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
期
間
、
接
種
後
２
週
か
ら
５

カ
月
間  

７
．
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に
つ
い
て   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

      

 
 

 
 

 
 

 
 

 
院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
三
十
三
） 

◇
母
ち
ゃ
ん
、
止
め
て
く
れ
、
と
泣
い
て
頼
ん
だ
こ 

 

と
が
あ
っ
た
。
母
は
大
丈
夫
だ
と
言
っ
て
そ
の
ま

ま
続
け
た
。 

 
 

◆
今
で
も
、
ひ
と
り
で
食
事
を
と
る
時
、
豆
腐
と
わ

か
め
の
味
噌
汁
を
作
る
。
左
の
掌
に
豆
腐
を
載
せ

て
右
手
に
持
っ
た
包
丁
で
二
段
に
賽
の
目
に
切
る
。

こ
の
と
き
い
つ
も
こ
ど
も
の
こ
ろ
見
た
母
の
姿
を

想
い
出
す
。
わ
た
し
が
『手
を
切
る
か
ら
、
危
な
い

か
ら
止
め
て
く
れ
』と
泣
き
叫
ん
だ
声
を
ど
ん
な

思
い
で
母
は
き
い
て
い
た
こ
と
か
。
私
は
、
こ
れ
か

ら
も
み
そ
汁
を
作
る
た
び
に
こ
の
と
き
の
母
を
想

い
出
す
だ
ろ
う
。 

 
 

◇
父
ち
ゃ
ん
、
や
め
て
く
れ
。
泣
き
す
が
る
私
と
目

を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
、
決
心
し
た
足
取
り
で
台

所
に
行
き
、
川
か
ら
家
の
中
に
引
き
込
ん
だ
水

槽
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
立
ち
止
ま
る
。
大
人
の
世

界
が
私
と
の
間
に
画
然
と
境
界
を
引
き
、
そ
れ

以
上
は
前
に
進
め
な
い
。 

◆
父
は
、
何
回
も
こ
う
い
う
場
面
を
見
せ
て
く
れ
た
。

山
で
大
木
を
伐
り
出
し
、
雪
の
斜
面
を
橇
で
下

ろ
し
て
ゆ
く
。
一
緒
に
行
っ
た
子
ど
も
た
ち
が 

４
，
５
人
で
ま
わ
り
に
く
っ
つ
い
て
、
て
ん
で
の
縄

を
引
っ
張
っ
て
勢
い
を
制
御
す
る
。
一
人
で
も
手

を
離
し
た
ら
下
方
で
柄
を
持
ち
橇
の
舵
取
り
を

す
る
父
が
潰
さ
れ
る
。
父
の
厳
し
い
形
相
、
目
が

合
っ
て
も
に
こ
り
と
も
し
な
い
こ
の
空
気
に
私
は

圧
倒
さ
れ
た
。
大
人
の
世
界
の
凄
ま
じ
さ
、
生
き

て
い
く
た
め
の
腹
の
据
わ
り
方
を
、
固
唾
を
の
ん

で
見
つ
め
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。 

◇
チ
イ
、
チ
イ
と
ネ
ズ
ミ
落
と
し
に
捕
ま
っ
た
ネ
ズ

ミ
の
必
死
の
鳴
き
声
を
私
は
泣
き
な
が
ら
父
に
つ

い
て
い
っ
た
。
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

母
も
ネ
ズ
ミ
を
助
け
て
あ
げ
よ
う
と
し
な
い
。
ど

う
し
た
ん
だ
、
み
ん
な
人
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ
。
い
ま
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
父
と
母
の
顔
。

呆
然
と
突
っ
立
っ
て
い
る
私
の
か
た
わ
ら
を
ネ
ズ



ミ
落
と
し
ご
と
水
に
漬
け
て
来
た
父
が
に
こ

り
と
も
せ
ず
に
通
り
過
ぎ
た
。
ね
ず
み
は
向

こ
う
で
、
も
う
静
か
に
な
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   
 

 

  
 

 

  
 

 

  
 

 

皆
さ
ま
に
と
っ
て
平
安
な
新
年
で
あ
り
ま
す
よ
う 

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 


